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亀田半島南部の硫黄・硫化鉄鑛調査報告

高　　畠 彰梼
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Sulphur　and　Pyrite　Deposits　in’Southem

　　　　　　Part　o：f　Kameda　Peninsula，

　　　　　　　　　　　　Hokkaidδ

by

Akira　Takabatake

0　、lnthe・s・uthemP磁・fthe：K3me碑aPeninsula

　　there　exist　many　sulphロr　and　pyrite　deposits

　　most　of　which　have　b自en　mined・10ng　ago． The
　　writer　has　performed　a　general　survey『of，these

　　deposits　and　their　occurrences　are　briefly　summ－

　　arized．

　　　Sulphur　deposits　in　this　region　comprise　three

　　types，n㎜ely（琴）＄tratifieddep・sits・fv・1canic

　　origin，（b）massive　beposits　formed　by　impregna

　　tion　a尊d　replacement，（c）subl　imationdeposits　com

　　monly　associated　with　impregnatiQn，Some　of㌻hese

　　have　been　almost　entire1yminedout，andsomeβre

　　not　yet　developed　on　account　of　dev段station　of　t気e

　　former　gallerles．After　a11，the　OkaJi　Mine　and
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thβEsan．Mine　are，the　only　productive　ones　at

pr∫）＄ent・

　　The　Okaji　deposit　occurs三n　the　tuffaceous

ag910meτate　as　a　stra価orm　body　varying　from

O．5to　lm　in　thick血ess　often　intercalated　with・thin

layers　of　tuffaceous　matters．Average　grade　of　bre

is　about40％of　sulp五ur．The　main　portion　of　the

deposit　has　been』mlned　out，and　a　small　amount

of　ore　is　left　unmined，

　　　Sulphur　deposits　of　t五e　E忌an　Mine　occur　on

the　slope　of‡he　central　cone　of　M忠．Esan，a　double

volca翠o．Sublimated　sulphur　ac6umulates　aromd

many　solfataras，，and　the　altered　dacites　in　their

viciniti6s　are　impregnated　with　sulphur　to　a　depth

from10to5qcm　forming　the　workable　ores，gra』

des　of　which　range　from30to60％’of　sul画ur．

Large　parts　of　these　hav6、been　mined　since1950．

　　Pyrite　deposits　in　this　region　are　pyrite－quartz

veins，and　at　present　the　Tsuchiya－lshizaki　Mine

is　an　only　working　minelVeins　in　this　mine　occur

in隻he　slate　of　the　Paleozoic　age，．an（玉the　vein

now　being　minQd　is　mainly　from　l　to2m　wide

　　　　　　　　and　extends＄o　far『as6σ0『m　along，its
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第1図亀潤孕島南部硫黄硫化鉄鉱床位置交通図

strike．Oreiscomposedexclhsively

of　pyrite　and　quartz　occasiona11y「as。

socia重ed幅th、someo茸minorconstレ

tuents　such　as　marcasite，・sphalerite，

galena，　and　chalcopyrite．　Grades　of

crude　ore　are　mostly　from　20to　30％
　　　　　　　　　　　　　バ
of　sulphur，’and　a　Iarge　amomt　of

dre　reserves『can　be　estimated．

1，緒 冒q

菅鑛床部鑛石課長

亀田半島南部は北海道における重要なる

硫黄，硫化鉄鉱地帯として古くより採掘

せられ，現在も数鉱山にて稼行せられて
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』一日犀

第2図大梶鉱山附逝地質略図
、いる。筆：者は昭和25年7月中，次のような日程によりこ

の地域を踏査した。

　大梶鉱山地区　（大梶・古武井・古部・滝ノ沢の諸鉱山を

　含む）………………・……・…・・…ポー・一・8日

　恵山鉱山……・…………●……｝…………二・3日

　土谷石崎鉱山・一…有・………u・………軌』…・4日

　その後昭和26年8月北海道開発庁の依嘱により再び本

地域の硫黄調査に從事し，その際大梶二古武井・古部・滝

ノ沢・恵山の各鉱山を1～2目で概査して，その後の鉱

況変化を見る機会を得た。こごに昭和26年度の調査結果

を邉加してその概要を報告する。

　この地域の全般的な地質・鉱床については次の交献が

ある。、

大日方順享：、渡島国亀田半島鉱床調査報告

　　　　　鉱調2号．明治44年，地質調査所

　〃　　：渡島国および後志国鉱床調査報文

　　　　　　同上6号　　　同上
　　　　F2．大梶鉱山地区の諸鉱山

1）位置および交逢

調査地域は大梶鉱山を中心とし，茅部郡尾札部村と亀

田郡尻岸内村の爾村に跨がり，丸山を中心として東西約

4km，．南北約1．6kmに亘るものである。

函館より尻岸内村古武井部落まではバスの便：があわ，

さらに古武井鉱山事務所まではトラヅクを通じ，うるi道路

があるが，それ‡り大梶・古部・滝ノ沢の諸鉱山に至る

に嫡徒歩によ観まかない。しかしとの地域の北端に当る

古部は漁港をなしているので，舟蓮を利用して同港に至

れぱ，これらの諸鉱山へは徒歩2km以内で達する。

　2）　地形および地質‘’

　地域の中央には丸山（691．1m）が聾立してごの地域

の最高峰をなし，これより西北西一東南東に郡界山陵が

蓮互し，その海披400m以上の部分は地形一般に高峻

であるが，それ以下では勾配稻々緩かである。河流は山

地を深く下刻して爾岸は急斜をなし，小爆布の発達する

所がある。河流の主なも‘のにはゴ団則に白井刃1紘大梶川・

相泊川・滝ノ沢があり，南側に古武井川があつて，一般

に水量は少ない。　　　　　　　　　　　　　　．

　山地を構成するものは下部より古期爾輝石安山岩熔岩・

集塊岩暦・新期爾輝石安山岩熔岩である。古期爾輝石安

山岩は大梶川・相泊川に澹い狭長な地域に亘つて露出し，

あるいは古輩井鉱山南西の山地を構成する。暗友隼乃至

暗線色を呈し，概して緻密塊状で，時に板状節理が発達

し，上部はしぼしぼ集塊熔岩となる。集塊岩は鉱床の母岩

をなして広く産し，友白色乃杢友青色で，時に暗友色を呈

する。一般に凝友質で，しばしぼ暗友色部と友白色部とが

縞状をなすことがある。岩塊としては大部分爾輝石安山

岩であるが，時に石英粗面岩塊や石英破片を含み，特に

上部に石英破片が多い。本暦の上限およぴ下限はともに’

集塊熔岩質となり，爾輝石安山岩熔岩と明瞭な境を示さ

ず薯そ④中の岩塊の岩石学的諸性質は下部のものは古期

安山岩に，上部のものは新期安山岩に近い。本地域内で
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は露出に乏しいので構造は明らかでないが，大梶鉱山で　．

は走向：N30。～500Wで南西に約30。傾斜しジ古武井鉱

山では走向N20QW乃至南北で東に20。内外傾斜する。本1

雇の上部の集塊熔岩質の部分には古部鉱山附近のように

薯しい珪化作用をうけて雪白色の聴異な岩石を形成する

1ことがある。i新期爾輝石安山岩はプL山を中心とする君鷲界

山地の高所を占めて発達し，概して多孔質で，時に板状

節理が発達するととがある6友白色乃至淡赤褐色を呈しジ

古期の安山岩に比し遙かに淡色である・最下部には古武

井鉱山石橋沢附近のように融蝕右英の舞晶を含み，石英

安山岩質の所がある。本地域の薗輝石安山岩には以上の

ように新旧2期（註1）があり，と、もに斑晶として斜長石・：普

’
通
輝

石1・紫蘇輝石・磁鉄鉱があり，時に少童の石英斑晶

が含まれる。石基は斜長石・輝石・磁鉄鉱・ガラスより

なる。鏡下における爾者の著し曵・差異は次の通りである。

　（a）斑晶斜長石の成分は古期のものではAn50～73・

i新期のものではAn45～66であるo　（b）斑晶輝石では

古期のものは普通輝石り方が紫蘇輝石より多いがゼ新期

のものは紫蘇輝石の方が多い。’（c）石基は古期のもの

はピ。タグシテツ購造をなすが，新期のものはハイア

　ロピリテック構造を示し，1杏仁孔に富む・

　3）鉱床概論
　』本地域の集塊岩中には硫黄鉱床が各所に胚胎し，成因

によつて沈澱鉱床と鉱染・交代鉱床とに分けられる。沈

澱鉱床には大梶鉱山，古武井鉱山があり，鉱染・交代鉱

床には古部鉱山・滝ノ沢鉱山および大梶・古武井爾鉱山の

一部の鉱床がある。沈澱鉱床はヅ般に暦男犬をなし，厚薄の

変化が薯しく，その厚さはα5～2mの所が多いが，古武

井の坑内では1伽に達する所があつたという・古武井

　鉱山では來みが比較的少ないが，大梶鉱山では鉱石は凝

　友岩の薄暦と細かく互暦する1ととが多ぐ，特に鉱床周縁・

　では凝友質物を不規則に挾み，鉱床は分岐，集含するよう

　な観を呈する・一鐸に母岩との境は明瞭なことが多いが

　大梶鉱嘔では鉱床周徴の鉱石は凝次質物を多量に含む貧

　鉱をなして母岩と明瞭な境を示さないごとがある。鉱床

　中（特にその周縁近く）には純硫黄（鷹爾目）が局部的

　に脈斌に貫ぬき’，または斑点1伏に散、点することが多い。

　鉱石は一般に緻密塊状で，縞状構造を示して板状に破砕

　されるものも珍らしくない。色は黄友色・次線色・淡赤

　紫色等で，上鉱では絹糸光沢乃至樹脂光沢魁著しく，下

　鉱では凝友質物を含み，土状を呈するごとがある。晶位

　は上鉱では40％以上で，並鉱は30～40％が普通であ

　る。鉱床規模は古武井鉱山に大規模のものがあるが，、そ

（註1）’大日方は古期のものを獅子鼻式および池田濯式露輝石安山岩・新

　期の，ものを丸山式雨輝石安山岩と呼んだ。獅子鼻式と池田灘式袋

　山岩とは岩質全く等しく同一のものと考えられるo

　の勉には著しいものはない。鉱染交代鉱床は不規則塊状

　の鉱体をなす。その代表的な鉱床とみられる古部旧鉱床

　左滝ノ沢鉱床とはともに坑内の観察が不能のため』その

　形や鉱体内の鉱石の賦存賦態等は明らかではない。硫黄

’
鉱
床

中には，普通少量の硫化鉄鉱を広く含んでいるのみ

ならず，滝妖鋤で瞳黄鉱床に近接して硫化鉄鉱の一

　鉱染，交代鉱床がある。舷床母岩は著しい蛋白石化作用

　を弓けており，さらに鉱床に近接して明馨石化作用がみ

　られることが多い。鉱石はいわゆる岩磯を形成し硫黄・

　硫化鉄鉱・蛋白石・明蓉石よりなる。蛋白石・明馨石に

　冨む鉱石は黄友色を呈し，硫化鉄鉱に富むものでは友線．

　色を呈する。ず般に堅硬で原岩の構造を肉眼的に認めう・

　る≧とが多い。古部および滝ノ沢の爾鉱山では鉱眉中の

　，一部に雄黄が斑、点獣に散点する。爾鉱山とも鉱石中に明

　響石が梢々多い。鉱石品位は2Dで一40％が多く，卒均25

　％内外である。鉱床規模は明らかでないが，古部・滝ノ

沢の繭鉱山のものが禅纏つている外にはいづれも小さ

　く，稼行価値のあるものはない。

　　4）鉱　山　各説

　　a）大梶鉱山
　　鉱区一登録番号渡島採登第31号

　　　　　　　　　同試登第2844号

　　　　　鉱業樫者　朝日硫黄株式会杜

　　「位置および交通」茅部郡尾札部村字古部にあつて，

　古部部落の西南西直距離2．2km’に当る。この間馬車を

　通じうる程度の道路がある・画館方面より古武井鉱山事・．

　務所まではトラヲク道路があり，それより郡界を越え徒

　歩約2kmで坑口に達する。鉱石渾搬には坑口より君堺

　山嶺までイン〃ラィンがあり，それより、土醗によつで古．

　武井製錬所に搬出している・

　　「地形および地質」本鉱山は丸山の北側山腹上に位し

　海抜300ん500mにある。大梶川はこの山地に源奪発し

　て北流し河舞は一般に急斜をなし，鉱区外北方では断崖・

　爆布が少なくない。

　　鉱床附近は凝表質集塊岩よりなり，郡界山嶺附近には

　これを被覆する新姓殉鐙石安山岩があり，大梶川に澹つ

　て集塊岩下に古期爾揮石安山岩が露出する。集塊岩は走

　向N30。～50QWで南西に200内外傾斜する。概ね凝荻質

　で，その下部の集塊爆岩質のものは大切坑内で見られ，

　下位の古凝爾輝石安山岩との境時明らかではなy・。

　　r鉱床」鉱床は集塊岩中の沈澱鉱床で，暦駄をなし，

　走向N400～500Wで南西に玉Oo～300傾斜する5鉱床

　の大部は採掘し蜜され，，その全貌は明らかでないが，残存

　、する部分は鉱床0厚さ多くは0．5～きmで，その中4し
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ぱしぼ擬茨質物を不規則に挨み（註3）あるいは鉱石と凝

亥岩薄暦左が互暦し，鉱石部分の累計厚さ50cm内外の

所が多い。本鉱床の確められた走向延長は約170mで，

その深さは地表下50m内外、（最上位の三号坑と最下位［

の大切坑との高低差は約30m）　である。現在大切坑北・

西端の採鉱と三号坑内の探鉱を行つている。大切坑北西、

端では鉱床の厚さ30～60cmで，その中に凝次質物を多

量に羨み，一部では1．4卑．聞に厚さ10cm内外の鉱石

と凝友岩薄暦とが細かく互暦する所がある。また一部で

は黄友色塊朕の上鉱中に暗荻色凝次岩および縞状構造の1

明らかな上鉱の角礫（その縞の方位は角礫毎に異なる）

を含むものがある。（註3）三号坑内においては鉱床の厚

さは一部で1～1．5mになる所があるが，概して10～15

cmで，南東端に近づけば暦厚の変化が著し1くなり，さ

らk凝友質物に富み赤褐色乃至友線色の土駄貧鉱（品位

20～30％）を形成ずる。本鉱床中には純硫黄（鷹の目）

が細脈賦または径0．5～2cm　Lの不規則な斑点状をなし

て散点し，時に三号坑内南東部では土朕貧鉱中に鷹の輿

を多量膜含み，品位60％内外の上鉱を形成している。

本鉱山の鉱石は淡黄緑色乃至黄友色で，貧鉱では淡赤紫

色を呈するものがあるg上鉱は品位40％以上で，並鉱

は樹脂光沢が弱く品位・30～40％（註4）で，下鉱は土賦

貧鉱をなして品位30％以下である。本鉱山では沈澱鉱

床のほかゴその南東に茸接して鉱染・交代鉱床がありか

つて操掘せられた。現在は坑内の観察不能で，三号坑口

の南東10m余の漢流中にその露頭が見られるのみであ

る。この露頭では集塊岩中に硫黄が少量鉱染し，品位20

～25％に過ぎない。

　「沼革および現況」鉱床の開発は明治年聞に始まり，

小規模ながら昭和13年頃にも三号坑・零号坑・大切坑内

および鉱染・交代鉱床力課掘摩られた。その後休山中の

所，昭和24年4月現鉱業権i者に二より再開せられ，・主とし

て大切坑・三号坑の切替え，取開けおよび三号坑・零号坑

・大切坑内の残鉱の採掘が行われた。現在は大切坑北西

端部を採掘中であるo坑内粗鉱（品位40％）　は坑外に

て手選して品位50％とし，古武井製錬所に邊つている。

現在の探鉱量では製錬所所要鉱石の半ぼを充すに過ぎな

　　　　　　　　　　ヤヤ。現在山元労務者は数十名である。再開後の生産（註5）

は次‘わ通りである己

昭和25年

．翼・卿2月

鉱甥・6・16・6・

石難師1痂4a3

灘二目

昭和26年

1月2月3月

5

15

4月

18

國6月・

148

34

130

49．8

7月

50

157

51．3

計

843，6

168．r

（註2）盗のよらな部分では鑛石部の厚薄の縫化が箸しく・凝灰質部が特

　　に厚くなつれ所では鑛床は薄層化して坑蓮掘進に當つて鑛床を見
　　失うことがある。

（註3）　恐らくこの部分では縞状を示す沈澱硫黄および凝茨質物が固結後

　　湯沼蝉崩落・移動い後に析携しれ沈澱硫黄によつて膠結せら
　　れ牝もので湯沼の周縁部に多いものであろぢo
（註4）昭和25年調査の際三号坑および零号玩内の残鑛部で採取し弛分

　　・析試料約40個についての奉均品位ぽ38・40％であつ弛。
・（註5）　　製品は古武井製鎌所における～もの塗，　同…i鐸錬所では＝～fく鑛山の鑛養．

　　のほか，他の鑛山産鑛石も試験的に処理している。

　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　し

丁結副本鉱山の鉱床は騨その大部分を操掘され，現

在までに確認されている残鉱は多くを望めないので，そ

の走向挙よび傾斜方向における蓮続部分の探鉱を積極化

する必要がある。しかし各地並における引立では鉱床中

に擬友質物の來在が多く，鉱況劣勢となつている事実よ’

り推せぼ7その連続性について大きな期待は持てな～・。巴

残鉱附近は往時の乱掘の結果坑道の荒廃が著しく，また

鉱石中に凝次質物の來みが多いので採鉱・選鉱上の難点
’
が
あ り，今後製錬所所要鉱石の供給には幾多の困難が予

想される。これがためには本鉱山の鉱区内に介在する旧

木直鉱山鉱区（註6）（鉱業灌者押野貞次鄭氏）との境界附

近において試錐を行い，その鉱床の延長部分を探査すべ・

きであろう。

（b）古武井鉱山

　鉱区r登録番号　渡島試登第2841号「・

　　　　　　（その南に隣接しで1鉱区ある）

　　　　鉱業灌者　朝日硫黄株式会瀧

　「位置およぴ交通」　亀田郡尻岸内村字古武井にあつて，

事務所は古武井部落（尻岸内村役場所在）の北北西直距

離7kmに当り，鉱床は事務所より1km塚内にある。

　函食官より海岸？盈いの恵山行バス道路によつて古武井音区

落に至り，それより北折して進むこと8kmで事務所に

達する・ごの闘トラツクの通行自由である。事務所より

鉱床賦存地までは徒歩による外ない。

　「地形および地質」本地域は古輩井川の上流に当り，

北東には丸山（691．1m），東には古武井岳（557m）が・

聾立し，古武井川およぴその支流の爾岸山地は急斜をな

して河流に迫つている。鉱床は海抜200～400mめ緩斜

地にある。

　古武井川の西岸山地は古期の爾輝石安山岩よ．りなり，，

鉱床附近には厚い凝次質集塊岩が発達し，ぐの上部（主

として北方およぴ東方の霞陵）は新期爾輝石安山岩によ

り構成せられる。この中，集塊岩は鉱床母岩をなし，走

向：N200W乃至南北で東に名OQ内外傾斜する。黄友色

（註6）　醤坑の荒護力§著しく，現右…では鑛床はみる～＝とカ｛てyきないカ㍉’季

　　り中嬉散点する鑛石には良質（品位50％以上）、の鑛石があり

　　鍍床は大梶鑛山鑛匠内にまで連績しているといわれているo

37一（145）　’



へ

地質調査所月報（第3巻第3号）

乃至友線色凝荻質物中に大小の安山岩塊を含み1またし，

ぼしば擬友岩の薄暦を挾んでいる。鉱床に接する凝友岩

陣こは硫化鉄鉱を多量に含んで暗次魯を呈し，地表で黒

色粘土状をなすものがある。また晴荻色部と友白色部と

が準行な縞状を雇し，あるいは複難に錯綜して産するこ

とがある。　　　　　　　　　　　　　．

　「鉱床」　本鉱山の硫黄鉱床は古くより沈澱鉱床として

“有名で，古武井鉱床と旧山沢鉱床とがあり，そのほかに

事務所の南西に当る石橋沢には鉱染』交代鉱床が知られ

．ている。古武井鉱床は事務所の北北西　1潭n　弱にあつ

て，往時の露天掘跡は南北150m，東西ユ00mの大凹

地をなし，その西側斜面上に鉱床の一・部（下盤際）が点

々と残存しているのみで，旧坑は全く崩壊してその跡を

止めない。随つて鉱床の性賦は明らかでないが，走向N－

20。E乃至南北で，南西に凸面を向けて轡曲し，東に150

～2500傾斜するよ・うであるo走向延長は400mで，その財

端において薄暦化する6露天掘上端より100m下位まで

坑内で採掘されたが，それ以下の連続kついては全く不

明である。鉱床の厚さは露天掘跡の凹地底が水面下に没

しているため，全厚を観察できないが，大日方によれぼ露

頭部では0．6～2m（最大7m），塩内では1．5～10mで，
－
、
厚
薄 の変化が著しく，その中に凝次質物を爽在するとい

うo露頭鉱石には糸屯硫黄力明瓜男犬または斑、点葺犬に」散、点する

のが見られる。鉱石は一般に黄友色・淡褐色を呈し，緻

密で細ふい縞状構造の明らかなものがある。地表に散点

する往時の採掘鉱石には品位50％以上のものが多く，

露天掘跡に散点する鉱石は品位50％内外である。旧山

沢鉱床は事務所の北北東300m弱にあつて，露天掘跡は

南北100m，東西50mで，土砂に埋没し1て鉱床を見る

こ≧ができないので・賦存欺態は全く不明である。石橋

沢鉱床は事務所の南西200m弱にあつて，蛋白石化お

よび明馨石化された集塊岩中に不規則に硫黄を鉱染する

もので，黄鉄鉱の微晶を伴い，一般に品位は10～20％　’

の所が多く，旧坑附近の露頭で20～3G％の部分が不規

則に発達するに．過ぎない。

　「澹革および現況」本鉱山の開発は明治年聞に始まり，

始め古武井鉱床の北部を古武井鉱山，南部を押野鉱山と

称して稼然欺力㍉後庫井鋤株式会群より大規

模に採掘せられ，相当の生産をみた。．その後休山中の

所，昭和25年現鉱業灌者により再開に着手され，坑内採

掘跡以下の残鉱採掘の尉的で鉱床南端近くに立入坑道を

開墾したが，掘進100m弱の後坑内作業を一時中止し，

從業員数十名はすべて製錬に從事して今日に至つてい

る。製錬所は事務所に近く，オ片トクレーブ5基からな

　り，現在はまだ試運転の域を醗しない。　堀　・

　「結言」本鉱山の古武井鉱床は本地域中最大の沈澱鉱床

で，その大部は既に採掘せられた。坑内採堀跡下部の残

鉱量は明らかでないが，採鉱按術上にも困難な点がある

ので，今後叩開発に大きな期待は掛けられないものと思

われる。旧山沢鉱床は小幾模な沈澱鉱床で下部に残館鉱

はあつてもその量は僅少であろう。石橋沢鉱床は硫黄の

染軽微で，採掘可能な部分は局部的に散点し，纏つてい　一

ないので稼行の対象とはならない。

　（c）古部鉱山
　鉱区一登録番号　渡島採登第93号
　　　　　　鉱業灌者　石井竹次郎
　f位置および交通」　茅部郡尾札部村字古部にあつて，

古部部落の南約700mに当る。同部落より鉱山へは矯車

を通じうる程度の道路：がるo

　「地形およぴ地質」附近は丸山の北東側山麓部に当

り，海抜100ん200mで，山腹は緩斜をなし，古部川は

鉱区内を北北東に流れて噴火湾に注ぐ。

　山地は集塊岩により構成せられ，上部は集塊熔岩質，

下部は凝荻質で，鉱床附近では珪化作用と明饗石化作用”

が著し“。本集塊岩の上部に嫡雪白色の特異な変質岩が

あ
．

る。本岩は集塊岩の蛋白石化せられたもので，その中

の岩塊は少量の融蝕石英の斑贔を含み，斑晶斜長石・輝

石は輪廓を残したままで全く蛋白石乃至玉髄質石英に変

，つており，膨結部は多孔質で全く蛋白石化されて野る。

　r鉱床」　集塊岩中には硫黄の鉱染・．交代鉱鉱が胚胎

し，古くより採掘せられ，現在までに知られた鉱床とし

ては旧鉱床・新鉱床・新々鉱床がある。旧鉱床は稼行の

歴i史古く，．現在では坑口の跡も明らかではないので，鉱

床の賦存状態は詳かでないが∫大日方によれぼ南微東よ

り北微西に延び，長さ．130m，幅最大60mの扁李な不

規則塊状の鉱体をなし，その厚さは最大8mで，鉱石品

位は21％内外という。新鉱床はi新坑内にあつてン鉱｛本は

東北東一西南西に多少伸び，坑内における水準断面は

14m×6mで，その中心部を掘下げた所，鉱床は潰滅し

たという。（註7）恐らく不規則な小塊状の鉱体であろう。

その鉱石は白色珪化母岩中に硫黄を散点して黄荻色を呈

するものと，硫化鉄鉱に富み全体どして荻緑色を呈する

ものとがある。ともにその中に純硫黄が脈1状または斑点

1伏をなして産し，さらに一一部では雄黄が不規則にi斑点1伏

をなして散点するものがある。品位は20～’25％のもの

が多いQ新々鉱床は新坑坑口の南南西数十魚の地、点より

古部川に濃い南に約20m閤に互つて露出する。露頭で

は珪化した集塊岩中に3～5m（最大7m）の幅で不規則

に硫黄および硫化鉄鉱が鉱染して品位20～25％の貧鉱

を形成している7が，その下部に向つて掘進した新々坑内

では掘進方向（N850E）に7．6m間鉱石で，　これに直角

（証7）下部探鑛の目的で新坑より7m下位に掘進し匁恵比須坑内では鑛

　　床に営つていない。
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な方向にも数m聞に亘つて鉱石があり，爾方向ともさら

に連続の見込みが充分ある。以上のことより鉱床の形態

および規模を予想することはできないが，相当纏うた塊

状の鉱床と思われる。坑内の鉱石は新鉱床と同様である

が，雄黄をほとんど含まず，品位25～40％で，一李均27

～28％であるo

　「滑革およぴ現況」本鉱山の開発は古く，明治末期に

旧鉱床が採掘せられ，その大部を採掘し終つた。その後

休山中の所，昭和23年現鉱業灌者の所有となり，新鉱床

を採掘し，昭和24年10月までに約150t出鉱し，自燃炉

により，7～8tの製品を産した。その後一時休山し，昭

和26年1、月に至つて再開の蓮びとなり，新々坑を掘進し

同時に焼取窯1基を完成した。再開後調査当時までに新

々坑内より鉱石約200t出鉱し，製品13tを生産した。

現在は新々坑の掘進と第2基焼取窯の新設に從事してお

り，山元労務者は約30名である。

　「結言」本鉱申の鉱床は鉱染・交代鉱床に属し，3．個

の鉱体が知られている。その中旧鉱床はほとんど採掘済

で・深部に多少の残鉱はあつても，その採掘は困難であ

る。i新鉱床は小規模で鉱量1，000tに達しない。現在採

掘中の新々鉱床はまだ鉱床の一・部を掘進したに過ぎない

ため鉱床の水李的な拡がりさえも明らかで存y・・随つて

その形おぷび大きさの予想は今後の坑道掘進の結果に倹

つほかないが，探鉱の進捗により．相当量の鉱量を確認し

うる見込みが充分ある。本鉱山の鉱床の上盤側にある白

色珪化集塊岩は稻々大規模に長く発達し，鉱床の生成に

密接な関係があるものと思われるので，今後新鉱床を探

査するとすれぼ，本岩の発達区域においてその下部を注，．

目すべきであろう。

　（d）滝ノ沢鉱山
　　鉱区一登録番号　渡島採登第67号

　　　　　　　鉱業灌者　大同石油株式会瀧

　「位置および交通」　茅部郡尾札部村字古部にあρて，

同部落の南南西直踵離約115kmに位する。鉱床は古部

より假法華に至る道路に近く，・附近まで馬車を通じう

る。鉱石蓮搬には古部港積込場まで架室索道がある。

　「地形および地質⊥噴火湾に注ぐ滝ノ沢の上流部に当

り，海抜200～400mで，河流に澹う爾岸山地は稽々急

斜をなしているo

この地域を構成するものは安山岩質集塊岩で，概して凝

友質である。鉱床附近で珪化作用および明馨石化作用が

著しく，またしぼしぼ珪土化されている。鉱床を離れて

その南西方，山嶺附近ではこれを被覆して丸山を構成す

る新劃…爾輝石安山岩熔岩があるo

　「鉱床」集塊岩中には硫黄および硫化鉄鉱の鉱染6交

代鉱床が胚胎し，各々別個の鉱体として相接して産する。

硫黄鉱床については旧坑が全く崩壊しているため明らか

でないが，鉱山側の資料によれば北東一南西に伸びたひ

ようたん形の鉱体をなし，最下位g一号坑地並におけう

大きさは110m×（40～20m）で，上方に拡がり，一号坑

地並以下にも相当な連続が見込まれるよう’である。現在

滝ノ沢漢流中にその北東端に当る露頭が2個所に小規模

に露出しているo旧貯鉱中にみられる鉱石は珪化母岩中

に硫黄の隼染したもので，一部には純硫黄が脈状に貫内．

きあるいは斑点状に散点し，さらk雄黄が微細な結晶の

集合として鉱石の一部に散点する。品位30～50％のもの

が多いが，砒素の著量を含むものが珍らしくない。硫化

鉄鉱床は硫黄鉱床の西に接し，．現在大盛坑内で探掘中で

ある。坑道掘進が充方進んでいないため鉱床の形および

大きさは明らかでないが，坑内において500m2の範囲

内はすべて鉱床で，・さらにそれより広区域に宣るものの

ようである。上盤の集塊岩との境は多少波状を呈するが

1概して水李に近い。坑内において下盤を認めないの宅鉱

床の深さは全く不明である。以上のように本鉱床は水耶

的にも垂直的にも相当な連続性をもつものと思われる。

鉱石は緻密堅硬で，細粒（多くは径0．02m加以下）の硫

化鉄鉱よりなり，、貧鉱では集塊岩の膠結部のみを硫化鉄

『鉢が鉱染・交代していることが多い。一般に鉱体周縁附

近の鉱石中には鷹の目が脈状また斑、点状に発蓬する。本

、鉱床の鉱石品位は全硫黄量として30～40％である。

　「澹革およぴ現況」本鉱山の開発当初の状況について

は明らかでないが，今次戦争初期の硫黄鉱山整備前は嶺

国鉱業開発株式会肚により稼行せられた。その後休山中

の所，昭和25年9月現鉱業擢者：び再開に着手し，以來硫

化鉄鉱を採掘中で，現在大盛坑内の採掘と，それより11m

・下位の新坑（立人坑道でまだ着鉱していない）の掘進を

続けて：おり，．労務者は約50名である。最近の硫化鉄鉱

生産は家の通りである。　（軍位＝t）

塊鉱

粉鉱

昭和25年

10月

昭和26年

160

・・月1・2月・月

412　249289

60　4248

2月

220

61．6

i3月

210

172

4月

172，7

146．6

剛6月

68197，4

107130，1

囲
222，1

72，3

計

2200．2

839．6

硫黄鉱床については旧坑の崩壊が著しく，取開け作業困

難なため未着手のままで南う。

　「結言」　本鉱山には硫黄鉱床と硫化鉄鉱床とがある。

硫黄鉱床では旧坑内の観察が不可能であり，硫化鉄鉱床

では坑内の探鉱が進んでいないため，爾者ともその規模

は明らかでないが，相当の鉱量を予想しうる。随つ宅今

後この爾種の鉱床良ついて採掘を積極化すれぱ，多量の
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　出鉱が期待される5ただ難点としては硫黄鉱中に雄黄を

　含む部分のあることと，硫化鉄鉱床の鉱石品位の分布が

　不規則なことである。本鉱山の硫化鉄鉱は錘めて堅いた

　め現在の手掘りを機械掘りに切替える必要がある。

　　　　　　　3．憲山鉱山
　　1）鉱　　区

　　’登録番号　渡島採登第30号

　一　鉱業灌者　押野貞家郎

　　2）　位置および交通

　　鉱区は亀由君K尻岸内村と椴法華村とあ爾村に跨：がり，

　鉱床は主として尻岸内村にある。恵山火山の中央に位置

　し』，画館駅の東直距離35kmに当るる

　　画館より恵山行バスを利用すれぼ，鉱山はその終点よ

　り約3k宣iに過ぎない。この闘徒歩によるほかないQ

　硫黄製品は馬車・索道によつて山麓に搬出し，それより

　　トラヅクによつて五稜廓駅に．邊つてめ為0

　　3ジ、地形および地質　　　　　　 ・　，

　　恵山火山は外輪山の南東部を欠損した二重火山をな、

　す。外輪山は直径約2kmで，海援400ん500mの山陵をな

　して連なり，その中に恵山中央火口丘（618，1m）がある。

　中央火口丘の西側斜面には大地嶽・小地嶽の爆烈火口が

　あつて，その中に硫黄鉱床を生成している。外輪山壁と中

．　央火口丘との間には纂の河原と呼ぼれる火口原があつて

　恵山温泉はその中に湧出している。火白原中にはスカイ

　沢が厚い火山拠出物暦を深く下刻して西流し，南西部の

　　　　　　v＼

灌」山〉v〉〆降一ツ畿：鵜粛・
V〉V　V　V／サV〉’V，y！へ八A＼・・一『．D、．・襯

御VV〉／VVV踏勢八Aハー一∴一謝てψ

　　　vVv〉1ぐy撒くξ窺鑓少

湧㌶㌻矯巻霧暑臨

　＿　　　　、　　　　　　1　　匝］石’英安山岩質集塊岩

　ぐ1齢山鐙爆鰍口　固両輝骸山岩

　　　第4図悪山鉱山附萢地質図
外輪山壁を開析して火口瀬をなして太準洋に注ぐ。外輪

山の外側には海向山（570r血）聴よび御殿山（425m）が

孤峰をな臼して聾え，恐らく寄生火山であろう。外輪山の、

東部より南部にかけての欠損部は緩斜地をなし，その末

端は海波に洗われて高さ10～20mの海蝕崖をなしてい

る。外輪山の南外側では海蝕台弛が発達し，根田内等の

部落はその上にある。

　外輪山および寄生火山は殉輝石安山岩よりなる。中央

火口丘の生成初期に流出して主とて海蝕崖をなすものは

石英安山岩質集塊岩で中央火口丘は爾輝石石英安山岩よ

りなる。纂の河原や恵山燈台附近の緩斜地には火山岩屑

が厚く堆積している。樋輝石安山岩は友線色乃至淡紫赤

色で，多くは緻密塊状で幾分多孔質なものもある。斑晶．

には斜長石，紫蘇輝石，普通輝石および磁鉄鉱があり，

普通輝石は紫蘇輝石より・一般に少ない5石基は斜長石・

磁鉄鉱－・輝石・ガラスよりなりハイア・ピリテッグ構造

を示す。石英安山岩質集塊岩は友白色乃至暗友色奪呈し，

径10～50cmの臨輝石石英安山岩塊を多量に含む。大部

分は集塊熔岩であるが，一部では凝友質で磯谷の北東

1kmではその中に火山砂暦を羨んで互暦する・即輝石

石英安山岩は友白色乃至淡赤紫色で，一般に多孔質であ

る。塊賦のものと板状のものとがあり，後者は幅10c卑内

外g狭長な孔窩が李行にならんだもので，遠望すれぼ板

状構造が明瞭であるが，岩質は前者とほとんど差異がな

い。斑晶として斜長石・石英・紫蘇輝石・：普道輝石，磁

鉄鉱がある。石英斑晶は径数mmlに達するものがあり

しぼしぼ融蝕されている。普通輝石は紫蘇輝石に，比し

て遙かに少なく，多くは磁鉄鉱と同様微斑晶をなす。

石基はガラス質で，多孔質のものが多く，孔隙中に微細

な沸石を籏生することがある。硫気孔附近では広く蛋白

．，石化されて白色変質岩となり，小地嶽の南西には白色岩

中に石膏の美晶の集合を産する所がある。

　4）鉱　　床
　中央火口丘上には多数の硫気孔があつて，多量の硫気

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　ノ　　　 oL－om　　！〆　　　　　　　　　、、一づ参（

　　　　　　　　　　　繭・・
　　　　鰯覇鉱床　　　鵯線間隔20糖

　　第5図恵両鉱山鉱床分布図
ガスを放出し，孔口には黄色の昇華硫黄が高さ10～20cm

の塔賦に析出しているほか，ごれに接する蛋白石化石

英安山岩中に硫黄が細脈賦またはi斑点状に発達し，そ
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れを離れるに隣つて鉱染硫黄の量を滅じて白色変質岩に

移化する。硫気孔が密集して存在する所では，硫黄が蛋

白石と混じて地表附近に広く皮殻状をなして産し，採掘

可能な鉱床を形成する。一般に地表下10～50cmまでは

硫黄の鉱染が署しく李均品位40～50％に達して採掘せ1

られる。特に10c；nまでの部分では50％以上の上鉱を

なす。地表下50cmを超えると硫黄の濃集減じて急激に

品位を低下し，30％以下となるととが多い。鉱床賦存

範囲は硫気孔の分布状態に支配される一方に伸びた楷歌・

をなす傾向が著しい。本鉱山における鉱床は恵山享角点

を中心として放射状に伸長・配列する。主な鉱床として

は（a）大地嶽，（b）小地嶽，（c｝北側斜面上の鉱床が

あり，鉱区外にはその東に隣接して旧水無鉱山の鉱床が

ある。

　（8）大地嶽鉱床　西北西一東南東方向に硫気

孔が配列し，その中特に．2個所に密集して100m2の範囲

内に鉱床を形成している。ともに地表下10～50cmまで

は品位如～50％であるが，それ以下は貧鉱を経て白色

変質岩に漸移し，』一部では微粒の硫化鉄を多量に含む黒

色土を形成していることがある。

　（b）小地嶽鉱床南北2個の鉱床からな’る。

その中北部のものは西北西一東南東に硫気孔が配列し50

m×20mの範囲内に鉱床を形成する。南部のものは略々

東西方向に硫気孔が配列し，前者同様の範囲内に鉱床を

形成し，繭者は東端において相合している。地表下30～

50cmまでは略々一様に，40ん50％の鉱石をなし，それ

以下ば急激に貧鉱化する。時に深さ〆3m以下でも40％

内外の品位を保つごとがあるが，その分布は不規則で小

局部に限られるので，その採掘は経済的に困難である。

また時にはごのような深所においても蛋白石化石英安山

岩とその上部の火山岩屑層との境に澹つて鉱染・交代し

て厚さ20～30cm‘の暦朕をなして上鉱（品位50％内外）

を形成するととがある。鉱床の一部には聴に硫化鉄鉱に

富む部分が小塊朕に発達することがある。

　　（c）　北側斜面上の鉱床　硫気孔φガス噴出は前2

　者に坤して遙か爬弱く，水蒸気を主とするがヂ硫気ガス

　の噴出最盛期に上記同様な鉱床を形成したもので，，略々

　南北k伸びる狭長獄地域（200m×50mおよび80×50m）

　を含めて発達し，地表下10～50cmまでは品位40～50

　％でそれ以下は急激に白色変質岩となる6（註8）

F　　（d）　旧水無鉱山の鉱床　北微西一南微東の方向に

　硫気孔が配列し，2個所において50m3の範囲に鉱床を形

　成して：いる。輝状脈右よび厚さ10cm内外の皮殻状の昇

　華硫黄を主とし，品位は30（吼50％である。

　5）鉱　　石
　硫気孔口に塔賦をなす昇華硫黄は濃黄色を呈し，不純

　物をほとんど含まず，品位go％を超える。孔口周辺の

　網状脈および鉱染状をなす鉱石は多くは黄友色を呈する

　が奪白石・硫化鉄鉱を混じて皮殻状をなすものでは黄緑

　色を呈するものがある。地表下50cmまでの鉱石品位は

　30～60％のものが多く，時には90％に達する部分が

　ある。ごの種鉱石中の硫黄は鏡下に大きさを異にする大

　小の結晶の寄木｝機集合をなし，あるいは噛合い構造をな

　して集つて産する。硫黄結晶中には円味を帯びて一方向

　に梢々伸長する液体包裏物（水蒸気？）を含むことがあ

　る。硫化鉄鉱に富む鉱石では石英安山岩中の斜長石等の

　斑晶の勢開に澹い黄鉄鉱が侵入・交代し，硫黄は珪化さ

　れた石基中に散点することが多い。大地嶽等では黄鉄鉱’

　に富む暗友色鉱石中を黄色の純硫黄が脈朕に貫ぬくもの

　がある。

　　6）　沿革および現況

．　本鉱山における硫黄の採取は古く明治年間に遡り，硫

　気ガスの自然冷却による硫黄採取と地表部の昇華，鉱染

　硫黄の焼取製錬が行われた。その後周期的（註9）に稼行・

　．を繰返した後，昭和24年10月石井竹i次郎氏：が本鉱区を借

　鉱の上開発に着手し現在に至つている。再開後の生産は

　次の導りである・

粗鉱

製品

晶位（％）

採鉱量㈲

生産量（t）

昭和25年 昭和26年 ．計’

3405

979

現在労務者40名で大地嶽鉱床の採掘（露天掘）と深さ

3～5m　のトレンチによる大地嶽および小地嶽鉱床の下’

部探鉱に從事している。現在の粗鉱品位は如％内外で

採鉱場附近に焼取窯3基があり，その他硫気孔附近に煙

道を設置して硫気ガスの自然冷却に奥る硫黄採取を行つ

（註3）本鑛床は昭和2弥申に探堀麟錬編
（註9）一度採掘鞘卿て繊掘蹄よ約10年御こは再び操掘レうる程度に

　硫黄が濃集するので・この周期で稼行される・
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　　　ヌているが，後者による硫黄生産は毎月1t程度に過ぎない。

7）結　　言

本鉱山では硫気孔の密集区域内の地表下30～50cmま．

でが品位40～50％の鉱石を形成して採掘せられる・そ

れ以下は局部的に40％程度の部分はあるが，その分布

は不規則で，概して急激に品位を低下して稼行困難とな

る。昭和24年再開に着手以奈，大地嶽鉱床中の東鉱体

（山腹上位）のみがほとんど未採掘のままで，その他の

ものは大部分現在までに探掘せられた。上記の未採掘鉱

床は品位，鉱量とも本鉱山において最も優位を占めるも

ので，地表下30～50cm。までの耶均品位峠50％に乖く

3，000t内外の鉱石は容易に採掘しうるヌ犬態にあるo随つ

て本鉱床の採掘と他の既採掘鉱床の残鉱整理によつて今

1
後 1年間位の所要鉱石には不安がない。

　　　　　　4．土谷石崎鉱山
　1）鉱　　区ロ

　　登録番号　渡島試登第1857号

　　　　　　同　　第1760号
　　鉱業権者　協和鉱業株式会杜

　2）　位置および交通、

　亀田郡銭亀沢村字石崎にあつて，画館駅の東直踵離

1．4kmに当る。画館より恵山方面行のバ不を石崎で下車

すれぱ鉱山はその北北東約3kmで，この閥トラック道

、路が通じている。

　3）　地形および地質

　石崎附近の海岸より鉱山事務所までは高さ100m以下
』
の
卒 坦な海岸段丘をなすが， 事務所附近に至つて北西一

南東に延びる直線状の断暦性急崖が行手に迫り，それ以

北の鉱床賦存地では山腹の勾配急で，河流はV字谷をな

して南流する。

δo
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　山地を構成するものはいわゆる古生暦の粘板

・岩で，その中に砂岩の薄暦を茨み乳」部で細か

い互暦をなす。，地暦は著しい撹乱をうけて走向

・傾斜は一定しないが，概して走向北東乃至北

西で45Q以下の緩斜なし，横臥榴曲にまで発

展する小摺曲に富み，さらに主として南北乃至

北北西方向の多数の断層によつて切られてい

る。粘板岩は暗友色を呈し，一般に剥理明瞭で

しぱしぱ千板岩質ξ獄り，局部的斥分泌石英脈

の発達が梢々薯しい。砂岩は友白色細粒で，粘

板岩との中聞性のものも少なくない。鉱区内に

は火成岩を見ない6

　4）鉱　　床

　古生暦中には黄鉄鉱石英脈が胚胎し，現在ま

でに9條知られている。そのうち主なものは1

号脈・5号脈・9号脈で，1号脈と9号脈とは銅

　　　　　栄
　　　　　航
　　　　　＼
　　22．52、300

　～Z92’280一
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第6図　土谷石崎鉱山5号賑坑内地質鉱床図

42一（150）



亀田半島南部の硫黄・硫化鉄鉱調査報告（高畠彰）

・錯・亜錯を含令，それを目的にかつて採掘せられた。

5号脈はほとんど黄鉄鉱のみよりなり現在硫化鉄鉱床と

して採掘せられている。既知鉱脈の中，5号脈を除くす

べての鉱脈は走向N45Q～邸QE．で急斜する小裂舞群を

充蟹したものであるが，5号脈はこれに斜交する断厨裂

罐を充し，随つて延長性に富む特徴がある。鉱脈と母岩

との境ば一般に明瞭であるが，母岩中に細脈となつて侵

入し，あるいは粘土化母岩中に広く黄鉄鉱を鉱染するこ

ともある。母岩の変質としては珪化作用が最も普通で，

これに次ぎ絹雲母化作用があり，線泥石化作用邦よぴ炭

塩化作用は軽微である。5号脈は走向N20QEで，西に80Q．

丙外傾斜 し，走向延長600mに亘る。鉱脈中には略涛と

れに李行な鉱床生成後の断暦が発達するが著しい転位を

示さない・脈幅は多くは1～2m、であるが，膨縮に富み

最大8mに達する所がある・こ9よう翻卑厚部はレンズ

駄をなして断続し，鉱石品位も良好で主としてこの部分

が採堀されている。走向延長上の爾端に近づけぱ脈勢急

激に，嚢え，脈幅5～30cmの細脈となり鉱脈中の黄鉄鉱

の含量も少なくなる。南端附近では母岩中に黄鉄鉱を多

1量に鉱染する部分があり，またほとんど黄鉄鉱のみから

なる小瘤塊あるいは不規則脈賦体が散点し，一あるいは

不規則な細脈群を形成する所がある。鉱脈中の黄鉄鉱の

分布には（3）上盤側か下盤側かの一方に時に黄鉄鉱が濃

集する場禽（b）蠣噛側に黄鉄卸｛濃集し・中央部・
が石英に富む盆鉱をなす場合，（c）石英中に黄鉄鉱に富

む部分が李行な縞状をなす場合，（d）鉱脈全体に亘つて’

一檬に黄鉄鉱を含む場合，（e）角礫鉱をなして角礫部に

・黄鉄鉱が多い場合等があり，その中（a）と（d）が最も

多い。

5号脈以外の鉱脈では1号脈と9号脈が重要であるが，

ともに採掘済で採掘跡より鉱床の存在を推察するほかな

いので鉱脈中の鉱石の分布賦態等は全く不明である。繭

鉱脈以外のものに至つては黄鉄鉱め少量を含み，経済的

に重要なものはない。これらの鉱脈についての諸性質を

1表示すれば家の通わである。

　．5）鉱石　鉱石の構造とし宅普通なものは縞状構造，一

晶洞構造および角礫構造がある。縞欺構造の一種として

大貫坑三号掘下り附近に見られる輪鉱がある。晶洞構造

をなすものでは晶洞中に長さ1mm～1cmの石英結晶尽・

伴つて黄鉄鉱の自形大晶を産する。角礫鉱には粘板岩の

角礫を黄鉄鉱を伴う石英が膠結する（註11）ものと，黄鉄鉱

に富む鉱石の角礫（長径5～50cm）を塵朕め黄鉄鉱を含

む暗友色細粒の貧鉱が膠結するものとがある。鉱石の構

、成鉱物はほとんど黄鉄鉱と石英で，そのほかに微量の白

鉄鉱・閃亜・鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・絹雲母・線泥石・

方解石・重晶石塗含むこ霧があるq黄鉄鉱は径1mm乍

1cmの自形結晶｛ほとんごすべて六面体で，稀に五角十

二面体）あるいは石英中の徴晶として産する。後者の場

合に黄鉄鉱粒はこれに痒う石英が粗粒の時は紬粒石英に、

伴うものより一般に大きい。石英は拉状構造（径0．1」

0。2mm），櫛状構造（長さ0，4～0．5mm），噛合い構造をな

し，しぼしぱその中に塵斌の粘土質物（反射光にて白色），

絹雲母・黄鉄鉱の微晶および液体包裏物を含むことがあ

る。白鉄鉱は繊維状g徴晶塗なし，閃亜錯鉱・方錯鉱・

黄銅鉱は常に他形をなす。闘亜錯鉱には暗褐色のものと

號珀色のものとがあつて，前者中には溶離賦黄銅鉱を含

んでいる。鉱石品位は上鉱では40～50％であるが，一

般に20～30％のものが多い。銅・錯・亜錯に富む9号脈

の一部について分析した結果は次の通りである。

銅
。
1
．

錯憐錯1硫鰍料採囎（脈幅）
L65％t…39％1・乳・9％12巴52％1

10cm

6）　沿革および現況

本鉱山の発見は大正初期といわれるが，採掘せられた

のは主として昭和18年以後で，協湘鉱業株式会肚によ

り昭和20年まで稼行せられ，硫化鉄鉱5，boOt，銅鉱

200t生産した・その後昭和24年2月土谷裕氏は本鉱区

を租鉱の上再開に渚手し，5号脈を採掘して現在に至つ

鉱脈名

1号脈
2号脈
3号脈
4号脈
6号脈
7号脈
8号脈
9号脈

走　　向

N500E
：N450E

N500E

：N700～85QW．

：N50QE

・：N50曾E

N65QE　’

N250～550E

傾　　斜

550～60QSE

80QSE

　goo
500NE

85QSE

80QSE

80QSE
’
4
0

0
～
4
5 0SE

脈幅（m）

10

1～5
30

10

’15

10～20

　5

10～30

走向延長1

　　　　品（m）

（註10）

60十

’10

7
30

15

15十

5
250’

位

不明
10％以下

同上
同’上

概して20％以下，上鉱30％

同上，上鉱35．68％

同上
20～50％

（註10）十は入坑不能の鑓騨坑道が延びているととを表わす。
　（註11）粘板岩はしばしば珪化され，角凄のまわ臓黄鉄邸轍敢るこ

　　　とが多い。
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ている。この間の生産は次の通りである。（軍位3殖）

昭和24年 昭一、和25年

5月16月17月8月lg月1・q月1｝・月1・2肺月2月／3月14月15月16月

生産量
　　　　　　　　　124　　　　　　　　　　　　390　　　　　　　　　　　　　　　　　1801180　　　　　　　240　　　　300　　　　　　　　　　　　　　232　（t）

現在坑内夫29名で5号脈を採掘中で，手掘りを主とし，

墜岩機は3台ある・坑内粗鉱は，クラッシゼ斥て破砕し・

10cm以上のものは手選により塊鉱精鉱（品位29％）と

し，2分目箭下はウイルブレーテーブルに捗1けて品位40

～43％　の精鉱とする。精鉱はトラックにより霊稜廓駅

に搬出し，東洋高圧砂川工場に費鉱している。

　7）結　　言
　本鉱山の既知鉱脈め中5号脈は蓮続性に富み，脈幅も大

きく規模雄大である。その走向延長は現在まそに確認さ

れだもの以上は望めないが，上下には相当の蓮続が予想

される。現在までに本鉱脈は大貫堪・栄坑（高低差数m）

地並から上下に10～20m．以内が採掘せられたに過ぎ

ない。随つて今後峠切上り，掘下りを進めて鉱脈（特に

その中の富鉱部）の上下における蓮続駄態を速やかに確

認して置≦必要がある。5号脈以外の鉱脈は規模遙かに

小さく，品位も低いので今後の探鉱結果を麹待し得な

い0

　　　　　　　5．総、　括
　本地域の硫黄鉱床には沈澱鉱床と鉱染・交代鉱床およ

び昇華鉱床がある。これらはしばしば相伴つて産し，例

えぱ沈澱鉱床の一部に鉱染・交代鉱床を伴う亡とは珍ら

しぐない。随つて一つの鉱床を一つの型式に纏めること。

は困i難iであるが，その主体をなす部分について鉱床型式

によつて分類すれぼ次のようになる。

　・（1）　主として沈澱鉱床………………古：武井鉱山

古武井鉱床および埠山沢鉱床，大梶鉱床。

　（2）主として鉱染・交代鉱床・し……盾部鉱山の諸

茸床，滝ノ沢鉱床，恵山鉱山の諸鉱床，古武井私山石橋

沢鉱床，大梶鉱山の一部。

　（3）　主として昇華鉱床・…・………い・・恵山鉱山の諸

鉱床（旧水無鉱床を含む）

4・813q6

　1

428 398 725 536 555

計

5002

／

553，543：553．48；550．8（521．28）＝622．19

、次に鉱床の規模によつて分類すれぼ家のよう年なる・

　・（i）　天規模の鉱体をなすもの……詩古武井鉱山古

武井鉱床。

　（1）　中規模乃至小規模の鉱体をなすもの……恵山

鉱山の諸鉱床，．大梶鉱床，滝ノ沢鉱床，古部鉱山の諸鉱床

　規模の大きなものは古くより採掘せられて残鉱の少な’

いものが多い。、随つて現在の鉱量（残鉱）によつ℃分類

すれば次のように二なる。

　（1）相当な鉱量を予想し得るもの・・f……滝ノ沢鉱

床，古部鉱山新々鉱床。

　（2）余り多くを望めないもの……………恵山鉱山

の諸鉱床，大梶鉱床，古武井鉱山旧山沢鉱床および石橋

沢鉱床，古部鉱山の旧鉱床および新鉱床。

　（3）残鉱を全く予想し得ないもの………古武井鉱

山古武井鉱床。

以上のように本地域には多くの硫黄舘床が知られてお

防その中には稽々大規模な稼行に適するものもあるの

で，今後とも北海道においては重要な硫黄生産地となる

であろう。しかし多くの鉱床は古くより稼行せられて現

在では既に老境にあるので，余り大きな期待は掛けちれ

な～・o

　硫化鉄鉱床とし宅は今回調査した土谷石崎鉱山の外に

戸井鉱山（戸井村），日浦鉱山（院岸内村）等があつてい

づれ磯灘球脈をなす・鉱脈瞭石鄭ζ多く（随つ

て貧鉱が多い二）。現在では土谷石崎鉱山のみが稼行せら

れている。本鉱山の主要脈たる5号脈は鉱床規模大き

く7鉱石品位も比較的高い。現在までにそ¢）一部が採掘

せられたに過ぎないので，相当量の残鉱が予想され，今

後の開発によつて重要な硫化鉄鉱山となるであろう。

　　　（昭和25年7月および昭和26年8月調査）
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